
春
、
新
し
く
何
か
を
学
ぼ
う
、
何
か
を
始
め
よ
う
と
お
考
え

の
方
に
朗
報
―
。
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
べ
る

生
涯
学
習
社
会
を
目
指
し
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
教
育

機
関
と
社
会
教
育
機
関
が
連
携
し
て
高
校
・
大
学
開
放
講
座
な

ど
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
四
月
か
ら
、
江

戸
川
大
学
・
短
期
大
学
の
図
書
館
と
市
の
図
書
館
が
、
利
用
カ

ー
ド
を
共
通
に
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
学
習
を
応
援
し
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
と
江
戸
川
大
学
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
を
利
用

さ
れ
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

東
武
バ
ス
イ
ー
ス
ト
�

に
よ
る
南
流
山
駅
か
ら
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
間
の
新

た
な
バ
ス
路
線
が
、
今
月

流
山
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

が
、
四
月
か
ら
日
曜
日
も
窓

口
を
開
設
し
、
優
良
運
転
者

の
み
更
新
手
続
き
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

日
曜
窓
口
で
の
更
新
手
続

き
は
次
の
と
お
り
。

▽
窓
口
開
設
＝
４
月
３
日

�
〜
▽
更
新
受
付
対
象
＝
優

良
運
転
者
▽
受
付
時
間
＝
８

時
30
分
〜
11
時
、
13
時
〜
15

時
▽
更
新
期
間
＝
免
許
証
の

有
効
期
間
が
満
了
す
る
直
前

の
そ
の
更
新
者
の
誕
生
日
の

１
カ
月
前
か
ら
当
該
免
許
証

の
有
効
期
間
満
了
ま
で
の
間

（
満
了
日
が
年
末
年
始
、
祝

日
お
よ
び
振
替
休
日
に
当
た

る
と
き
は
そ
の
翌
日
）

□問
流
山
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
�
７
１
４
７
―

２
０
０
０

二
十
二
日
�
か
ら
開
業
し

ま
す
。

こ
の
路
線
は
、
国
土
交
通

省
千
葉
運
輸
支
局
や
バ
ス
事

業
者
、
柏
市
、
流
山
市
な
ど

で
組
織
す
る
「
千
葉
県
バ
ス

活
性
化
委
員
会
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
ア
ク
セ
ス
検
討
分

科
会
」
で
、
新
設
が
検
討
さ

れ
て
き
た
路
線
の
一
つ
で

す
。主

な
停
留
所
は
、
南
流
山

駅
、
東
谷
自
治
会
館
前
、
平

和
台
駅
前
、
加
二
丁
目
、
三

輪
野
山
近
隣
公
園
前
、
下
花

輪
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

す
。
平
日
の
運
行
ダ
イ
ヤ
は
、

朝
六
時
か
ら
夜
十
時
過
ぎ
ま

で
の
間
に
、
南
流
山
駅
発
が

四
十
二
便
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
発
が
三
十
九
便
の
予
定

で
す
。

運
賃
は
、
初
乗
り
が
百
六

十
円
、
南
流
山
駅
か
ら
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
二
百

四
十
円
で
す
。
な
お
、
南
流

山
駅
か
ら
平
和
台
駅
前
ま
で

の
間
は
、
営
業
割
引
運
賃
と

な
っ
て
お
り
百
円
で
乗
車
で

き
ま
す
。

運
賃
や
時
刻
表
等
の
詳
細

は
、
東
武
バ
ス
イ
ー
ス
ト
�

西
柏
営
業
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
東
武
バ
ス
イ
ー
ス
ト
�

西
柏
営
業
事
務
所
�
７
１
４

４
―

５
０
１
１
�

上
を
目
指
し
、
四
月
一
日
か

ら
相
互
協
力
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
三
月
八

日
に
は
、
江
戸
川
大
学
の
太

田
次
郎
学
長
と
井
崎
市
長
と

の
間
で
相
互
協
力
の
た
め
の

協
定
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
駒
木

に
あ
る
江
戸
川
大
学
の
総
合

情
報
図
書
館
と
六
カ
所
の
流

山
市
立
図
書
館
（
本
館
、
各

分
館
、
森
の
図
書
館
）
が
同

じ
利
用
カ
ー
ド
で
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

江
戸
川
大
学
の
図
書
館
を
学

生
以
外
の
市
民
が
利
用
す
る

場
合
、
毎
年
千
円
の
登
録
料

が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

四
月
か
ら
無
料
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
江
戸

川
大
学
ま
で
行
け
な
い
方

は
、
市
の
図
書
館
窓
口
で
貸

し
出
し
の
申
し
込
み
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
高
校
や
大
学
の

開
放
講
座
な
ど
、
各
学
校
の

に
「
市
立
図
書
館
利
用
カ
ー

ド
」
を
持
参
し
、
登
録
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
「
市
立
図
書
館
利
用

カ
ー
ド
」
を
つ
く
ら
れ
る
方

は
住
所
を
確
認
で
き
る
も
の

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、

返
却
期
限
を
過
ぎ
て
も
返
却

さ
れ
な
い
図
書
や
カ
セ
ッ
ト

な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
登
録

で
き
ま
せ
ん
。
大
学
図
書
館

の
利
用
条
件
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
利
用
で
き
る
人
＝
高
校

生
以
上
の
市
民
▽
利
用
時
間

等
＝
平
日
９
時
〜
17
時
、
土

曜
９
時
〜
14
時
（
日
曜
、
祝

日
等
休
館
）
▽
貸
し
出
し
＝

２
週
間
以
内
１
人
５
冊
ま
で

（
雑
誌
、
白
書
、
統
計
類
は

１
週
間
以
内
）

※
大
学
図
書
館
の
蔵
書
の

検
索
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（http://w
w
w
.edogaw

a-
u.ac.jp/a-lib/

）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
中
央

図
書
館
で
も
検
索
い
た
し
ま

す
。
分
館
等
を
ご
利
用
の
際

は
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
　

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―

４
６
４
６

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
市
長
と
直
接
話
し
合
い
を

し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

申
込
不
要
、
テ
ー
マ
は
自

由
で
す
が
、
個
人
を
誹
謗
中

傷
す
る
よ
う
な
内
容
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
よ
り

多
く
の
方
々
の
お
話
を
お
聞

き
す
る
た
め
、
同
じ
方
や
同

じ
課
題
だ
け
の
お
話
は
ご
遠

慮
い
た
だ
く
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
。
日
程
は
下
表
の
と
お

り
。
開
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三

十
分
前
か
ら
で
、
対
象
は
年

齢
制
限
な
ど
を
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

□問
秘
書
広
報
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
３

流山市のホームページアドレス
http: //www.city.nagareyama.chiba.jp/
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市の人口と予算

【人口・世帯】〈3月1日現在〉
合計＝152,007人 （－ 18）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,279人 （－ 16）
女 ＝ 76,728人 （－ 2）
世帯＝ 57,025世帯（＋ 43）
【予算】〈3月1日現在〉
一 般 会 計＝391億7,049万5千円
特別・企業会計＝379億4,744万6千円

春、図書館で何かを学びませんか

タウンミーティング日程表

今月22日から運行する東武バス

８日の調印式で

大学の総合情報図書館内で

４
月
か
ら
日
曜

も
オ
ー
プ
ン
へ

流
山
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

4月から相互協力

4
月
に
4
会
場
で
開
催

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
ご
参
加
を

南
流
山
駅
―
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
結
ぶ 

向小金福祉会館 

江戸川台福祉会館 

南流山福祉会館 

十太夫福祉会館 

4 月 9 日（土） 

4 月13日（水） 

4 月15日（金） 

期 　　日 時　　間 会　　　場 

13：30～ 
　15：30

18：00～ 
　20：00

13：30～ 
　15：30

13：30～ 
　15：30

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�

江
戸
川
大
学
図
書
館
を
開
放

蔵
書
20
万
冊
を
無
料
貸
し
出
し

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
涯
学
習
の
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

図
書
館
相
互
協
力
も
そ
の
一

環
と
し
て
、
昨
年
か
ら
準
備

を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

ま
ず
は
登
録
申
請
を

大
学
図
書
館
の
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
四
月
一
日

か
ら
、
市
の
各
図
書
館
窓
口
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本
市
を
含
め
多
く
の
地
方

自
治
体
は
、
厳
し
い
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
、
今
ま
で
ど

お
り
の
手
法
や
考
え
方
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
乗

り
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
税
金
を
「
一
円
ま

で
活
か
す
市
政
」
と
い
う
基

本
に
立
脚
し
、
地
方
自
治
体

の
経
営
の
原
点
「
最
少
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ

る
」
に
沿
っ
た
行
財
政
運
営

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
の
今
後
五
か
年
間
の
行

財
政
運
営
の
指
針
と
な
る

「
下
期
五
か
年
計
画
」
で
は
、

本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

や
文
化
・
歴
史
な
ど
地
域
特

市
議
会
第
一
回
定
例
会
の
冒
頭
、
井
崎
市
長
は
平
成
十
七

年
度
に
向
け
た
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
要
な
施

性
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

環
境
・
健
康
・
教
育
・
安
心

安
全
な
ど
を
重
視
し
た
取
り

組
み
を
展
開
し
、「
市
民
満

足
度
の
高
い
流
山
市
へ
の
転

換
」
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
流
山
市
総
合
計
画

に
お
け
る
三
十
六
施
策
を
横

断
的
に
貫
く
六
つ
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
に
設
定
し
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心

に
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

関
連
事
業
や
市
民
生
活
に
密

着
し
た
事
業
を
厳
選
し
て
実

行
し
、
市
民
満
足
度
を
高
め
、

市
民
福
祉
の
増
進
を
図
り
ま

す
。

策
、
新
た
に
定
め
た
六
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
い
た

主
要
事
業
な
ど
に
つ
い
て
所
信
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

集団下校をする小山小の子どもたち

市議会
第1回定例会

施
政
方
針
と
主
な
事
業

の
あ
る
、
誰
も
が
使
い
や
す

い
市
役
所
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
平

成
十
七
年
度
か
ら
二
十
一
年

度
ま
で
の
五
か
年
で
実
践
す

る
実
行
プ
ラ
ン
で
、
行
財
政

の
基
盤
を
支
え
、
下
期
五
か

年
計
画
の
達
成
を
目
指
す
も

の
で
す
。

こ
の
行
財
政
改
革
は
、

「
市
民
の
力
を
活
か
す
」
、

「
財
政
の
健
全
化
を
目
指

す
」、「
行
政
運
営
の
効
率
化

を
進
め
る
」、「
市
民
に
役
立

つ
職
員
を
育
て
る
」、「
ス
リ

ム
な
組
織
を
目
指
す
」、「
サ

ー
ビ
ス
を
向
上
す
る
」
の
六

つ
の
改
革
方
針
に
沿
っ
て
、

効
率
的
で
市
民
満
足
度
の
高

い
行
財
政
運
営
を
目
指
す
も

の
で
す
。

通
に
伴
い
、
西
平
井
・
鰭
ケ

崎
地
区
、
運
動
公
園
周
辺
地

区
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
既

存
緑
地
を
活
用
し
た
良
好
な

居
住
環
境
を
有
す
る
住
宅
地

を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
、

公
園
、
下
水
道
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど
の
都
市
基
盤
整

備
を
行
い
、
安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

個
性
あ
る
公
共
空
間
･
歴

史
環
境
の
形
成
と
保
全

流
山
の
特
性
で
あ
る
「
水

と
緑
」
と
「
ま
ち
な
み
」
そ

し
て
、
市
全
域
の
良
質
な
都

市
景
観
形
成
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
か
ら
、
都

市
景
観
形
成
基
本
計
画
を
平

き
ま
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
整
備
地
区
内
の
小
山
小
学

校
を
民
間
活
力
の
導
入
に
よ

り
、
平
成
二
十
年
度
の
完
成

を
目
指
し
移
転
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
心
の
悩
み
や
ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
等
を
抱

え
る
児
童
・
生
徒
へ
の
適
切

な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、

薬
物
乱
用
防
止
、
性
感
染
症

防
止
等
に
取
り
組
み
、
健
康

教
育
の
充
実
を
目
的
と
し

て
、
サ
ポ
ー
ト
看
護
師
の
派

遣
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

流
山
青
年
の
家
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
七
年
度
当
初
に

千
葉
県
か
ら
譲
り
受
け
、
整

備
・
改
修
を
行
い
、
市
民
の

教
育
・
文
化
・
芸
術
活
動
の

拠
点
施
設
と
し
て
の
活
用
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
が
健
や

か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
づ
く

り
仕
事
と
家
庭
、
そ
し
て
子

携
帯
電
話
か
ら
の
一
一
九

番
通
報
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
七
年
度
中
に
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
受
信
方
式
か
ら
直
接
受
信

方
式
に
変
更
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
流
山
消
防
へ
の
着

信
時
間
を
大
幅
に
短
縮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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６
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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緑
と
水
辺
が
親
し
め
る

ま
ち
づ
く
り

生
態
系
に
配
慮
し
た
公

園
・
緑
地
・
水
辺
等
空
間
の

整
備
・
管
理

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

沿
線
開
発
で
樹
木
が
失
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
交

付
金
を
活
用
し
、
既
存
樹
木

を
活
か
し
な
が
ら
、
新
市
街

地
の
憩
い
の
空
間
と
し
て
、

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
至
近

に
「
新
市
街
地
地
区
二
号
近

隣
公
園
」
を
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

地
域
特
性
に
合
っ
た
良
好

な
市
街
地
整
備

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開

ズ
、
企
業
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
、
流

山
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展

開
し
、
商
工
課
で
は
、
東
葛

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
や
東
京
大

学
、
千
葉
大
学
、
東
京
理
科

大
学
等
と
の
産
学
官
の
連
携

を
図
り
、
さ
ら
に
、
企
業
誘

致
の
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募

り
、
実
効
性
の
あ
る
企
業
誘

致
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
や
具
体
的
な

進
展
を
「
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
」
が
総
合
的
に
調
整
し
、

全
庁
一
丸
と
な
り
効
率
的
・

機
能
的
に
業
務
の
遂
行
を
目

指
し
ま
す
。

市
民
に
役
立
つ市

政
運
営

市
民
の
生
命
、
安
全
を
優

先
に
、
市
民
に
役
立
つ
市
政

運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開

業
に
伴
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

八
月
二
十
四
日
に
は
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
開
業

し
ま
す
。
都
心
か
ら
二
十
分

か
ら
二
十
五
分
の
「
近
さ
」

と
自
然
が
残
っ
て
い
る
「
ゆ

と
り
」、
流
山
の
資
源
を
最

大
限
に
活
か
し
、
流
山
の
人

と
街
の
情
報
発
信
を
通
じ
て

地
域
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
と

と
も
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
に
よ
る
企
業
の
本
社
機

能
や
教
育
機
関
等
の
誘
致
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

緑
豊
か
な
良
質
な
住
宅
地

「
流
山
」を
現
代
人
が
求
め
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
ビ
ジ
ネ
ス
ラ

イ
フ
と
豊
か
な
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
も
楽
し
め
る
理
想
郷
と
し

て
、
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
都
市
整
備
課

を
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」

と
改
め
、
課
内
に
「
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
」
を
設
置
し
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
や
商
工

課
企
業
立
地
係
な
ど
と
連
携

を
図
り
、
沿
線
整
備
や
本
市

の
中
心
核
づ
く
り
の
推
進
役

と
位
置
付
け
ま
す
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
課
は
、
社
会
ニ
ー

流山おおたかの森駅

新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
の

自
然
災
害
を
は
じ
め
、
児
童

や
幼
児
が
被
害
者
と
な
る
凶

悪
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
施
設
整
備
や
日
常
生
活
の

安
全
を
図
る
事
業
に
引
き
続

き
力
を
入
れ
ま
す
。
ま
た
、

安
全
や
安
心
の
確
保
の
た
め

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
や
自
主
防
犯
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

市
民
満
足
度
の
高
い

行
財
政
運
営

市
民
満
足
度
を
高
め
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
都
市
間
競
争

を
リ
ー
ド
す
る
行
財
政
基
盤

を
構
築
す
る
た
め
、
新
行
財

政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
分
か
り
や
す
く
透
明
性
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成
十
七
年
度
中
に
策
定
し
、

そ
の
後
、
条
例
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
を
目
指

し
た
下
水
道
整
備
の
推
進

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
整
備
四
地
区
の
都
市
基
盤

整
備
と
し
て
、
公
共
下
水
道

汚
水
・
雨
水
管
の
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
沿
線
地
区
内

の
浸
水
防
除
と
良
好
な
都
市

環
境
の
保
持
を
目
的
と
し
た

雨
水
調
整
機
能
と
水
辺
空
間

を
有
し
た
下
水
道
調
整
池

を
、
古
間
木
地
区
お
よ
び
西

平
井
地
区
に
引
き
続
き
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

土
地
利
用
・
生
活
環
境
に

配
慮
し
た
道
路
整
備

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と

一
体
と
な
っ
て
各
都
市
間
を

連
絡
す
る
都
市
計
画
道
路

三
･
二
･
二
五
号
線
の
事
業
主

体
の
千
葉
県
に
対
し
て
、
事

業
費
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

安
全
性
と
快
適
性
を
兼
ね

備
え
た
河
川
・
排
水
路
整
備

南
流
山
地
域
の
浸
水
被
害
を

解
消
す
る
た
め
、
準
用
河
川

神
明
堀
の
河
道
改
修
工
事
を

引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
駒
木
台
地
区
の
浸
水

災
害
を
解
消
す
る
た
め
、
大

堀
川
三
号
雨
水
幹
線
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

工
事
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
未
来
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

個
性
を
活
か
す
教
育
環
境

の
基
盤
充
実

教
育
施
設
の
耐
震
補
強
事

業
は
、
子
ど
も
の
生
命
と
安

全
を
守
る
重
要
な
施
策
で
す

の
で
、
引
き
続
き
小
・
中
学

校
の
改
修
整
備
を
進
め
て
い
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�自治会等のパトロール隊が防犯活動に一役

子どもたちの未来のために

8月24日開業のつくばエクスプレス

育
て
を
両
立
さ
れ
る
方
を
支

援
す
る
た
め
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
を
引
き
続
き
運
営
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
学
童
ク
ラ

ブ
は
、
一
小
学
校
区
に
一
施

設
を
目
指
し
、
小
学
校
の
施

設
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、

年
を
追
い
ニ
ー
ズ
の
高
い
学

童
保
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

安
心
安
全
のま

ち
づ
く
り

日
常
生
活
で
の
安
全
性
と

快
適
性
の
確
保

市
民
の
安
全
で
安
心
な
住

環
境
の
確
保
の
た
め
、
地
元

流
山
警
察
か
ら
の
情
報
や
災

害
情
報
を
携
帯
電
話
の
メ
ー

ル
で
知
ら
せ
る
「
安
心
メ
ー

ル
」
を
構
築
し
、
新
年
度
の

早
い
時
期
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
等
が

自
主
的
に
組
織
す
る
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
の
支
援
活
動
を

行
い
、
犯
罪
発
生
の
抑
止
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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市
民
満
足
度
の
高
さ
重
視

地
域
特
性
活
か
し
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
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平
成
十
七
年
度
の
予
算
案

は
、
市
基
本
計
画
の
下
期
五

か
年
計
画
の
初
年
度
と
し

て
、「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
関
連
事
業
」
等
の
事
業
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民

生
活
に
役
立
つ
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
確
立
と
市
民
の
命
を
守

る
安
心
安
全
事
業
の
市
民
生

活
優
先
を
基
本
に
、
必
要
性
、

緊
急
性
を
十
分
勘
案
し
て
編

成
し
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
の
当
初
予

算
案
は
、
一
般
会
計
で
三
百

四
十
四
億
三
千
万
円
、
対
前

年
度
比
で
十
三
・
二
八
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
（
た
だ
し
、
平

成
十
六
年
度
当
初
予
算
三
百

九
十
七
億
三
百
万
円
に
平
成

七
、
八
年
度
に
借
り
入
れ
た

減
税
補
て
ん
債
の
借
り
換
え

分
三
十
九
億
四
千
八
百
八
十

万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
こ
れ
を
控
除
し
た
実
質

予
算
規
模
は
、
三
百
五
十
七

予
算
規
模
が
前
年
度
と
比

較
し
大
幅
に
減
額
と
な
っ
て

い
る
中
で
、
市
民
生
活
に
直

結
す
る
民
生
費
お
よ
び
教
育

費
に
重
点
を
お
き
、
そ
れ
ぞ

れ
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
高
齢
化
等
に
よ
り
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
扶
助
費
は

九
・
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

と
な
り
ま
し
た
が
、
人
件
費

は
一
・
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
の

減
と
な
る
な
ど
、
経
常
的
経

費
は
二
百
六
十
三
億
二
千
百

四
十
六
万
三
千
円
と
、
前
年

度
比
十
三
・
一
四
パ
ー
セ
ン

ト
の
削
減
を
図
り
ま
し
た
。

予
算
総
額
が
抑
制
さ
れ
て
い

る
中
で
、
政
策
的
経
費
の
主

な
事
業
は
、
東
武
野
田
線
乗

換
駅
設
置
事
業
（
四
億
三
千

四
十
四
万
一
千
円
）、
地
域

融
和
施
設
整
備
事
業
（
二
億

八
千
八
十
四
万
円
）、
小
中

学
校
の
大
規
模
改
造
及
び
建

物
耐
震
改
修
事
業
（
四
億
五

千
百
四
万
五
千
円
）、
流
山

青
年
の
家
移
譲
・
改
修
事
業

（
二
億
一
千
万
円
）、
出
張
所

に
お
け
る
市
税
の
証
明
書
発

行
事
業
な
ど
。

※
経
常
的
経
費
…
年
々
継

続
し
て
固
定
的
に
支
出
さ
れ

る
経
費
（
主
に
人
件
費
、
物

件
費
、
維
持
補
修
費
、
扶
助

費
、
補
助
費
等
お
よ
び
公
債

費
）
を
い
う

億
五
千
四
百
二
十
万
円
と
な

り
、
対
前
年
度
比
三
・
七
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
）、
こ
れ

に
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会

計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額

は
、
七
百
三
十
四
億
四
千
九

百
十
六
万
二
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

ナ
ー
や
マ
イ
ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ

ン
等
の
個
別
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
心
の

病
や
不
安
を
持
つ
方
に
対
し

て
、
専
門
医
に
よ
る
早
期
の

相
談
や
指
導
を
通
じ
て
、
心

の
健
康
を
維
持
し
て
い
き
ま

す
。地

域
融
和
施
設
建
設
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
生
活

環
境
の
向
上
、
周
辺
環
境
と

の
調
和
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
場
の
提
供
な
ど
、
市
民

性
の
向
上
の
た
め
、
路
線
バ

ス
の
誘
導
を
図
る
ほ
か
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業

後
、
市
内
の
公
共
交
通
不
便

地
域
に
タ
ウ
ン
バ
ス
の
試
行

運
行
を
行
い
ま
す
。
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
東
武
野
田

線
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
乗
り
換

え
が
で
き
る
よ
う
に
、
引
き

続
き
自
由
通
路
な
ど
駅
設
置

事
業
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

景
気
が
回
復
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
所
得
の
増
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

市
税
は
対
前
年
度
比
〇
・
五

六
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
三
位

一
体
改
革
で
暫
定
措
置
さ
れ

て
い
る
所
得
譲
与
税
は
大
幅

な
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
地
方
交
付
税
が
減
少
傾

向
に
あ
る
ほ
か
、
県
支
出
金

に
つ
い
て
も
減
額
と
な
っ
て

お
り
、
他
の
歳
入
に
つ
い
て

も
増
加
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
関
連
事
業
の
財
源
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
21
ま
ち
づ

く
り
基
金
か
ら
七
億
三
千
五

百
七
十
四
万
三
千
円
を
繰
り

入
れ
る
ほ
か
、
財
政
調
整
積

立
基
金
か
ら
十
一
億
五
千
万

円
を
取
り
崩
し
て
予
算
編
成

を
し
ま
し
た
。

※
財
政
調
整
積
立
基
金
…

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
年

度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調

整
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
る
基
金
。
経
済
の
不
況
等

に
よ
る
大
幅
な
税
収
減
や
災

害
に
よ
る
思
わ
ぬ
支
出
の
増

加
な
ど
、
予
期
し
な
い
収
入

減
や
不
時
の
支
出
の
た
め
の

基
金

初
石
駅
東
口
開
設
に
つ
い
て

は
、
所
要
の
用
地
を
取
得
し

ま
し
た
の
で
、
早
期
開
設
に

向
け
東
武
鉄
道
�
と
引
き
続

き
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

商
業
の
拠
点
づ
く
り
と
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

お
よ
び
工
業
の
強
化
と
新
た

な
産
業
の
創
造

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
周

辺
は
、産
業
ビ
ジ
ネ
ス
が
活
発

に
な
る
よ
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
、
研
究
開
発
、
製
品

の
販
路
開
拓
等
、
新
産
業
の

 34,430,000 46.87 39,703,000 51.56 －5,273,000 －13.28 

 260,049 0.35 309,460 0.40 －49,411 －15.97 

 11,009,300 14.99 10,515,406 13.65 493,894 4.70 

 5,037,162 6.86 4,614,223 5.99 422,939 9.17 

 9,400,650 12.80 9,055,559 11.76 345,091 3.81 

 1,453,784 1.98 1,338,613 1.74 115,171 8.60 

 4,743,489 6.46 4,388,093 5.70 355,396 8.10 

 31,904,434 43.44 30,221,354 39.24 1,683,080 5.57 

 7,114,728 9.69 7,080,659 9.20 34,069 0.48 

 73,449,162 100.00 77,005,013 100.00 －3,555,851 －4.62

平成１７年度会計別予算総括表 

一 般 会 計  

区　　　分 

特

別

会

計

 

西平井・鰭ケ崎土地区画 
整理事業特別会計 

土地取得特別会計  

国民健康保険特別会計 

介護保険特別会計  

老人保健医療特別会計 

 

公共下水道特別会計 

計 

 平成１７年度 平成１６年度 対前年度比較 

 予　算　額 構成比 予　算　額 構成比 増　減　額 増減率 
 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 

 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 

 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 

区　　　分 
 平成１７年度 平成１６年度 対前年度比較 

 予　算　額 構成比 予　算　額 構成比 増　減　額 増減率 

区　　　分 
 平成１７年度 平成１６年度 対前年度比較 

 予　算　額 構成比 予　算　額 構成比 増　減　額 増減率 

水道事業会計 

合　　　　　計 

 18,436,707 53.55 18,541,241 46.70 －104,534 －0.56 

 629,060 1.83 632,781 1.59 －3,721 －0.59 

 2,023,142 5.88 3,188,682 8.03 －1,165,540 －36.55 

 600,000 1.74 500,000 1.26 100,000 20.00 

 1,030,784 3.00 1,093,886 2.75 －63,102 －5.77 

 22,719,693 66.00 23,956,590 60.33 －1,236,897 －5.16 

 940,000 2.73 580,000 1.46 360,000 62.07 

 1,100,000 3.19 950,000 2.39 150,000 15.79 

 850,000 2.47 900,000 2.27 －50,000 －5.56 

 1,900,000 5.52 1,950,000 4.92 －50,000 －2.56 

 2,808,097 8.15 2,682,124 6.76 125,973 4.70 

 1,169,310 3.40 1,314,583 3.31 －145,273 －11.05 

 2,449,600 7.11 6,936,700 17.47 －4,487,100 －64.69 

 493,300 1.43 433,003 1.09 60,297 13.92 

 11,710,307 34.00 15,746,410 39.67 －4,036,103 －25.63 

 34,430,000 100.00 39,703,000 100.00 －5,273,000 －13.28

歳入内訳（一般会計） 

自

主

財

源

 

依

存

財

源

 

歳出内訳（一般会計） 

 411,488 1.19 418,047 1.05 －6,559 －1.57 

 3,665,224 10.65 3,816,809 9.61 －151,585 －3.97 

 9,746,472 28.31 9,161,137 23.07 585,335 6.39 

 4,319,129 12.54 5,012,964 12.63 －693,835 －13.84 

 44,549 0.13 61,573 0.16 －17,024 －27.65 

 221,798 0.64 200,004 0.50 21,794 10.90 

 285,670 0.83 260,426 0.66 25,244 9.69 

 5,802,555 16.85 7,020,807 17.68 －1,218,252 －17.35 

 1,906,762 5.54 1,818,762 4.58 88,000 4.84 

 4,365,482 12.68 4,111,301 10.36 254,181 6.18 

 10 0.00 10 0.00 0 0.00 

 3,486,216 10.13 7,399,555 18.64 －3,913,339 －52.89 

 74,645 0.22 309,455 0.78 －234,810 －75.88 

 100,000 0.29 112,150 0.28 －12,150 －10.83 

 34,430,000 100.00 39,703,000 100.00 －5,273,000 －13.28

市 税  

使用料及び手数料 

繰 入 金  

繰 越 金  

そ の 他  

小 計  

地 方 譲 与 税  

地方消費税交付金 

地方特例交付金  

地 方 交 付 税  

国 庫 支 出 金  

県 支 出 金  

市 債  

そ の 他  

小 計  

合 計  

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

労 働 費  

農 林 水 産 業 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

災 害 復 旧 費  

公 債 費  

諸 支 出 金  

予 備 費  

合 計  

歳
　
入

歳
　
出

総
額
7
3
4
億
4
9
0
0
万
円
余

市
民
生
活
に
役
立
つ
行
政
サ
ー
ビ
ス
確
立

安
心
安
全
事
業
優
先
の
予
算
編
成

□問
財
政
課

�
７
１
５
０
―

６
０
７
１

準
備
に
入
り
ま
す
。

健
全
で
効
率
的
な
行
財
政

運
営新

川
出
張
所
と
江
戸
川
台

出
張
所
を
統
廃
合
し
て
、
新

た
に
（
仮
称
）
江
戸
川
台
駅

前
出
張
所
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
利
便
性
向
上

の
た
め
各
出
張
所
に
お
い

て
、
市
税
の
証
明
書
発
行
業

務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

健
康
･
い
き
い
き

ま
ち
づ
く
り

健
康
で
明
る
い
暮
ら
し
づ

く
り健

康
日
本
21
「
流
山
バ
ー

ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に
向
け
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
と
市
民

の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

た
め
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

の
健
康
や
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
た
め
、
平
成
十
七
年

度
中
に
完
成
す
る
よ
う
に
努

力
し
ま
す
。

活
力
の
あ
るま

ち
づ
く
り

利
便
性
と
快
適
性
を
重
視

し
た
公
共
交
通
機
関
の
整
備

充
実市

民
の
足
の
確
保
と
利
便

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

創
出
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り

市
民
参
加
の
地
域
社
会
づ

く
り市

民
参
加
、
市
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
住
民
自
治
基
本
条
例
を

市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
平

成
十
九
年
制
定
を
目
指
し
て

平成17年度
予　算　案
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平
成
十
一
年
四
月
の
流
山

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
開
設
以

来
、
地
元
住
民
お
よ
び
周
辺

市
町
か
ら
、
土
曜
日
な
ら
び

に
日
曜
日
の
窓
口
業
務
開
設

の
要
望
が
あ
り
、
東
　
市
町

広
域
行
政
連
絡
協
議
会
が
、

千
葉
県
や
千
葉
県
議
会
に
対

し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
の

県
議
会
六
月
定
例
会
に
お
い

て
、「
日
曜
日
の
窓
口
開
設
」

の
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。現

在
、
日
曜
日
の
窓
口
開

設
に
向
け
て
、
駐
車
場
増
設

整
備
を
行
う
た
め
、
千
葉
県

警
察
と
地
権
者
が
借
地
契
約

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
五
年
度
か
ら
の
二
カ

年
継
続
事
業
と
し
て
取
り
組

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設

全
体
の
安
全
な
操
業
と
適
正

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
四
地
区
の
区
画
整
理
事
業

に
よ
る
給
水
人
口
お
よ
び
給

水
量
の
増
加
、
な
ら
び
に
浄

水
場
の
経
年
劣
化
に
よ
る
施

設
更
新
に
対
応
す
る
た
め
、

新
規
浄
水
場
整
備
事
業
を
、

平
成
十
五
年
度
か
ら
の
三
カ

年
継
続
事
業
に
よ
り
進
め
て

い
ま
す
。

工
事
の
発
注
に
つ
い
て

は
、
工
事
種
別
ご
と
の
分
離

発
注
を
基
本
方
針
に
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
の

進
捗
状
況
は
、
庁
舎
・
管
理

棟
築
造
工
事
が
五
十
パ
ー
セ

ン
ト
、
浄
水
処
理
・
薬
品
注

入
室
築
造
工
事
が
ほ
ぼ
完

成
、
配
水
池
築
造
工
事
が
三

十
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
央
監
視

制
御
設
備
工
事
、
受
変
電
・

自
家
発
電
設
備
工
事
等
の
電

気
設
備
工
事
が
四
十
パ
ー
セ

ン
ト
、
全
体
で
の
進
捗
率
は

約
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
十
八
年
四
月

の
本
格
稼
働
に
向
け
て
順
調

に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
分
離
発
注
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
内
業
者
の
参

加
が
容
易
に
な
る
こ
と
か

ら
、
既
に
三
件
の
工
事
を
市

内
業
者
が
受
注
し
て
い
ま
し

て
、
今
後
も
植
栽
工
事
等
数

都
市
計
画
道
路
三
・
三
・

二
号
新
川
南
流
山
線
は
、
南

T
字
路
、
三
輪
野
山
、
運
動

公
園
周
辺
地
区
、
さ
ら
に
西

平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区
を
通
り

南
流
山
五
丁
目
に
迂
回
す
る

四
車
線
の
県
道
松
戸
野
田
バ

イ
パ
ス
線
で
す
。

県
道
松
戸
野
田
線
の
渋
滞

緩
和
と
沿
線
整
備
地
区
を
結

ぶ
幹
線
道
路
と
し
て
、
大
き

な
役
割
を
担
う
道
路
で
す

が
、
こ
の
路
線
の
未
整
備
区

間
に
つ
い
て
は
、
区
画
整
理

事
業
と
街
路
事
業
に
よ
り
整

備
を
図
る
も
の
で
す
。

街
路
事
業
に
よ
り
整
備
す

る
区
間
は
、
千
葉
県
が
そ
の

事
業
主
体
と
な
り
、
西
平
井

字
向
地

む
こ
う
ち

地
先
か
ら
、
総
武
流

山
電
鉄
部
分
を
立
体
交
差
と

き
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
事
業
目
的

を
早
期
に
果
た
せ
る
よ
う
協

力
し
て
い
き
ま
す
。

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
手
続
き
と
し
て
、
平

成
十
六
年
十
一
月
十
七
日
か

ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
事
業

計
画
（
案
）
の
縦
覧
が
行
わ

れ
、
二
月
二
十
二
日
の
千
葉

県
都
市
計
画
審
議
会
で
は
、

事
業
計
画
（
案
）
や
提
出
さ

れ
た
二
通
の
意
見
書
に
つ
い

て
ご
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
特
段
の
意
見
も
な
く

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
国
土
交
通
省
へ

の
認
可
申
請
が
な
さ
れ
、
順

調
に
い
け
ば
十
七
年
度
の
早

い
時
期
に
は
事
業
認
可
の
運

び
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
と
し
て
も
、
一
日
も
早

く
事
業
認
可
が
な
さ
れ
、
県

事
業
と
し
て
木
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
が
鋭
意
推
進
さ

れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
、

で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
て

い
き
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
か
ら
四
カ

年
か
け
て
進
め
て
き
た
「
流

山
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
を
こ
の
ほ
ど
策
定
し

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
分
担
し
て
素
案
作
り
を

行
な
う
な
ど
、
協
働
に
よ
る

計
画
作
り
を
進
め
、
ま
た
、

広
報
特
集
号
の
発
行
や
地
域

別
懇
談
会
の
開
催
な
ど
に
よ

り
、
昨
年
十
二
月
に
は
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
最

終
案
を
ま
と
め
、
同
月
二
十

一
日
に
開
催
さ
れ
た
都
市
計

画
審
議
会
に
お
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
本
市
の
都
市
計
画
の
指

針
と
な
る
「
流
山
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
本

年
二
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
か
ら
は
、

こ
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

に
安
全
教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
く
教
育
訓
練
や
施
設
内

の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
九
日
に
は
震

度
五
強
の
地
震
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
し
、
緊
急

時
の
各
種
機
器
の
安
全
性
の

確
認
や
、
こ
れ
に
伴
う
職
員

の
対
応
等
に
つ
い
て
訓
練
を

行
い
、
一
定
の
成
果
を
得
た

と
こ
ろ
で
す
。

計
画
の
見
直
し
に
当
た
っ

て
は
、
八
回
に
わ
た
る
廃
棄

物
対
策
審
議
会
や
市
民
、
事

業
者
な
ど
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
、
さ
ら
に
は
素

案
に
対
す
る
意
見
の
募
集
な

ど
を
経
て
策
定
さ
れ
た
も
の

で
、
廃
棄
物
対
策
審
議
会
の

委
員
各
位
の
ご
尽
力
に
対
し

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
貴
重

な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
市
民
の
皆
さ
ま
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
本
市
の
目
指
す

循
環
型
社
会
を
「
ケ
ロ
ク
ル

タ
ウ
ン
」
と
位
置
付
け
て
、

そ
の
構
築
に
向
け
た
各
施
策

の
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

し
た
が
、
去
る
十
九
日
に
下

花
輪
、
三
郷

さ
ん
き
ょ
う
、
南
の
三
自
治

会
を
対
象
に
、
計
画
概
要
の

説
明
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
で
は
、「
な

ぜ
お
風
呂
な
の
か
」、「
子
ど

も
の
広
場
の
遊
具
は
あ
る
の

か
」、「
施
設
は
有
料
な
の
か
」

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
お
お
む
ね
地
元

の
ご
理
解
は
い
た
だ
け
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
を
は
じ
め
、
各
公
民
館
等

で
計
画
概
要
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
も
概
要
を
公
開

す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
広
く
ご
意
見
を
求
め
ま
し

た
。今

後
は
、
こ
れ
ら
の
ご
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
限
ら

れ
た
予
算
を
最
大
限
に
生
か

す
設
計
を
行
い
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用

い
た
だ
き
け
る
施
設
造
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

日
の
新
規
開
設
に
向
け
た
改

修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
四
月
か
ら

市
内
十
五
小
学
校
区
の
う
ち

十
四
学
区
に
学
童
ク
ラ
ブ
施

設
の
整
備
が
整
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
唯
一
の
公
立

施
設
で
あ
り
ま
す
江
戸
川
台

子
ど
も
ル
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
江
戸
川
台
地
区
の
自
治

会
等
各
種
の
地
域
団
体
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
今
回
の
整

備
に
合
わ
せ
て
、
地
域
住
民

で
構
成
す
る
運
営
委
員
会
に

よ
る
自
主
運
営
へ
と
移
行
す

る
こ
と
で
、
昨
年
九
月
に
江

戸
川
台
子
ど
も
ル
ー
ム
父
母

会
と
も
合
意
に
至
り
ま
し
た
。

現
在
、
両
小
学
校
区
の
運

営
委
員
会
に
お
い
て
、
四
月

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
進
め
ら

を
締
結
し
、
三
月
か
ら
駐
車

場
増
設
工
事
を
行
い
、
本
年

四
月
か
ら
日
曜
窓
口
が
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

二
月
二
十
四
日
、
平
成
十
七
年
市
議
会
第
一
回
定
例

会
の
冒
頭
、
井
崎
市
長
は
、
十
四
項
目
に
つ
い
て
市
政

の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
項
目
を
要
約
し
て

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
今
回
掲
載
し
た
項
目
以
外
に

「
流
山
市
補
助
金
等
審
議
会
の
緊
急
提
言
に
つ
い
て
」、

「
都
市
計
画
道
路
三
・
二
・
二
五
号
線
（
江
戸
川
新
橋
）

の
延
伸
計
画
に
つ
い
て
」、「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に

つ
い
て
」、「
市
内
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
」、「
南
柏
駅

前
交
差
点
改
良
事
業
の
経
過
及
び
事
業
内
容
に
つ
い

て
」
も
報
告
し
ま
し
た
。

日曜日も開設となる免許センター

学童クラブの充実を

クリーンセンター

新しい都市計画の指針

浄水場のイメージパース

学生納付特例制度の申請

4月1日から受け付け

口
座
振
替
割
引
制
度
ス
タ
ー
ト

国
民
年
金
保
険
料

四
月
か
ら
国
民
年
金
の

口
座
振
替
割
引
制
度
が
実

施
さ
れ
、
口
座
振
替
で
の

保
険
料
前
納
制

度
、
口
座
振
替

早
割
制
度
を
利

用
す
る
と
、
現

□問
松
戸
社
会
保
険
事
務

所
�
０
４
７
―

３
４
５
―

５
５
２
５

国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
学
生
で
、
収
入
が
な

い
た
め
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
場
合
は
、
学
生
納

付
特
例
制
度
の
申
請
手
続

き
を
す
る
と
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
平
成
十

七
年
度
の
特
例
申
請
（
新

規
お
よ
び
継
続
）
手
続
き

が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
国

保
年
金
課
ま
た
は
出
張
所

の
窓
口
、
ま
た
は
郵
送
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
例
申
請
が
認

め
ら
れ
る
期
間
は
、
受
け

付
け
し
た
月
の
前
月
か

ら
、
そ
の
申
請
年
度
の
三

月
末
ま
で
で
す
。

▽
対
象
＝
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
で
、
高
等
学

校
、
大
学
（
院
）、
短
期

大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
な
ど
に
在
学
の

方
※
日
本
の
学
校
に
限
る

▽
手
続
き
に
必
要
な
も

の
＝
①
学
生
証
（
写
し
も

可
。
た
だ
し
、
有
効
期
限

が
分
か
る
部
分
の
あ
る
も

の
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

（
４
月
１
日
以
降
発
行
の

も
の
）
②
年
金
手
帳
ま
た

は
基
礎
年
金
番
号
が
確
認

で
き
る
も
の
③
印
か
ん

（
代
理
申
請
さ
れ
る
方
の

み
）
④
会
社
退
職
後
学
生

に
な
る
方
で
、
前
年
所
得

が
85
万
円
を
超
え
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
（
雇
用
保

険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確

認
通
知
書
）
※
平
成
16
年

度
中
に
申
請
し
た
方
も
、

平
成
17
年
度
分
に
つ
い
て

改
め
て
申
請
が
必
要
で

す
。
郵
送
で
手
続
き
す
る

場
合
は
、
申
請
書
の
ほ
か

に
必
ず
学
生
証
の
写
し
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
退
職
後
学
生
に
な
り
、

前
年
所
得
が
85
万
円
を
超

え
る
場
合
は
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
等
の
写

し
も
同
封
し
て
く
だ
さ
い

□問
国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―

６
１
１
０

額  

差引の割引額 

なし 

なし 

3 ,420円 

2 ,890円 

930円 

660円 

40円 

国民年金
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流
山
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

の
日
曜
窓
口
開
設
に
つ
い
て

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
の
見
直
し
事
業
に
つ
い
て

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
に
つ
い
て

新
規
浄
水
場
整
備
事
業
に

つ
い
て

ご
み
焼
却
施
設
運
転
管
理

業
務
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て

都
市
計
画
通
路
3
・
3
・

2
号
新
川
南
流
山
線
に
つ
い

て

市 議 会
第1回定例会

市
政
の
一
般
報
告
か
ら

14
項
目
に
つ
い
て
報
告



（５） 第１０８６号

地
域
融
和
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
ご
み
処
理
施

設
と
一
体
的
に
進
め
て
き
ま

平
成
十
五
年
度
か
ら
の
二
カ

年
継
続
事
業
と
し
て
取
り
組

み
、こ
の
三
月
に
完
成
し
ま
す
。

千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
が

施
行
す
る
木
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
県

事
業
と
し
て
事
業
認
可
を
取

得
す
る
た
め
の
手
続
き
が
進

件
の
工
事
の
発
注
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
総
事
業
費
に
つ
い

て
は
、
入
札
差
金
お
よ
び
コ

ス
ト
縮
減
対
策
等
に
よ
り
、

継
続
事
業
費
を
五
十
五
億
一

千
七
百
四
万
一
千
円
か
ら
五

十
億
三
百
六
十
八
万
八
千
円

と
し
、
五
億
一
千
三
百
万
円

余
の
減
額
を
し
ま
し
た
。

字
向
地
地
先
か
ら

総
武
流

山
電
鉄
部
分
を
立
体
交
差
と

し
、
南
流
山
五
丁
目
地
先
ま

で
の
延
長
六
百
三
メ
ー
ト

ル
、
幅
員
二
十
二
〜
四
十
・

八
メ
ー
ト
ル
の
四
車
線
道
路

と
し
て
平
成
二
十
年
度
末
ま

で
に
整
備
す
る
計
画
で
、
平

成
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日

に
事
業
認
可
を
取
得
し
、
一

月
二
十
七
日
に
関
係
権
利
者

お
よ
び
周
辺
住
民
に
対
す
る

事
業
説
明
会
を
終
え
、
今
年

度
か
ら
事
業
に
着
手
し
て
い

な
運
転
を
維
持
す
る
た
め
、

業
務
契
約
を
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
と
締
結
し
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
削
減
、
瑕か

疵し

担

保
に
か
か
る
判
定
お
よ
び
安

全
に
関
す
る
教
育
等
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
昨
年
五
月

に
発
生
し
た
「
酸
素
発
生
装

置
排
気
減
音
室
Ａ
Ｌ
Ｃ
外
壁

破
損
」
事
故
の
詳
細
な
検
証

や
改
善
個
所
の
検
査
、
さ
ら

平
成
十
七
年
度
か
ら
は

こ
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
計
画
の
内
容
に
沿
っ

て
、
市
民
、
事
業
者
な
ら
び

に
行
政
が
協
働
に
よ
り
ま
ち

づ
く
り
が
提
案
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
き
ま
す
。

江
戸
川
台
小
学
校
お
よ
び

西
初
石
小
学
校
の
二
小
学
校

区
合
同
で
運
営
す
る
江
戸
川

台
子
ど
も
ル
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
入
所
希
望
児
童
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
西
初
石

小
学
校
一
階
の
余
裕
教
室
を

活
用
し
て
新
た
に
同
小
学
校

区
に
学
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
、
本
年
四
月
一

市
教
育
委
員
会
で
は
、
流

山
青
年
の
家
の
今
後
の
使
い

方
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

県
立
流
山
青
年
の
家
は
、

平
成
十
七
年
度
当
初
に
、
流

山
市
が
千
葉
県
か
ら
譲
り
受

け
ま
す
。
市
で
は
、
移
譲
後

に
施
設
の
改
修
を
予
定
し
て

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

が
、
四
月
一
日
か
ら
変
わ
り

ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
今
月

二
十
三
日
ご
ろ
に
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
住
所
・
世
帯
主

あ
て
に
郵
送
し
ま
す
（
旅
行

等
で
長
期
不
在
の
場
合
は
国

保
年
金
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
）。有効

期
限
は
、
平
成
十
八

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る

の
は
、
国
保
加
入
期
間
が
一

年
以
上
あ
る
三
十
五
歳
以
上

平
成
十
七
年
度
分
の
「
あ

ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
、

は
り
及
び
き
ゅ
う
施
設
利
用

助
成
券
」
の
申
請
を
、
き
ょ

う
十
五
日
か
ら
国
保
年
金
課

ま
た
は
各
出
張
所
で
受
け
付

け
ま
す
。

申
請
の
で
き
る
方
は
、
国

保
に
加
入
し
て
い
る
六
十
歳

以
上
の
方
で
保
険
料
の
滞
納

の
な
い
世
帯
の
方
で
す
。
利

用
券
一
枚
当
た
り
の
助
成
金

額
は
五
百
円
で
す
。
※
施
設

利
用
助
成
券
は
、
後
日
世
帯

主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
は
、
毎

年
八
期
に
分
け
て
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納

さ
れ
ま
す
と
、
通
常
の
保
険

証
で
は
な
く
、
医
療
機
関
の

窓
口
に
支
払
う
自
己
負
担
が

十
割
の
「
資
格
証
明
書
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料

の
納
付
が
、
病
気
や
け
が
、

そ
の
他
特
別
な
事
情
で
困
難

な
世
帯
で
、
納
付
相
談
の
上
、

納
付
誓
約
を
し
て
分
割
納
付

し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て

は
、
状
況
に
応
じ
た
「
短
期

被
保
険
者
証
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

納
付
相
談
は
、
国
保
年
金

課
の
窓
口
で
随
時
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
勤
務
内
容
＝
国
民
健
康

保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険
料

に
つ
い
て
、
戸
別
訪
問
に
よ

る
収
納
指
導
▽
応
募
資
格
＝

60
歳
位
ま
で
の
健
康
な
方

（
た
だ
し
、
自
転
車
、
車
な

ど
の
交
通
用
具
を
持
ち
込
み

で
き
る
方
）
▽
勤
務
時
間
＝

休
日
を
含
む
９
時
か
ら
20
時

ま
で
の
時
間
帯
に
お
い
て
月

１
４
０
時
間
以
内
▽
給
与
＝

月
４
万
９
４
０
０
円
（
基
本

給
）
お
よ
び
歩
合
給
▽
応
募

方
法
＝
３
月
25
日
ま
で
に
履

歴
書
を
国
保
年
金
課
に
持
参

▽
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
の

上
、
面
接
※
登
録
の
決
定
さ

れ
た
方
に
の
み
通
知

▽
勤
務
内
容
＝
国
保
被
保

険
者
の
保
健
指
導
▽
応
募
資

格
＝
保
健
師
の
資
格
を
有
す

る
者
▽
雇
用
期
間
＝
４
月
１

日
〜
平
成
18
年
３
月
31
日
▽

勤
務
日
／
時
間
＝
１
カ
月
当

た
り
14
日
以
内
／
９
時
〜
17

時
（
上
記
時
間
内
で
相
談
の

上
、
変
更
可
）
▽
時
間
給
＝

１
２
０
０
円
（
交
通
費
別
途

支
給
）
▽
応
募
方
法
＝
履
歴

書
お
よ
び
資
格
確
認
の
で
き

る
も
の
（
写
し
）
を
国
保
年

金
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
▽

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
の

上
、
面
接

の
方
で
、
市
が
実
施
し
て
い

る
基
本
健
康
診
査
を
受
け
て

い
な
い
方
で
す
。
た
だ
し
、

保
険
料
の
滞
納
の
あ
る
世
帯

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

検
査
費
用
（
消
費
税
含
む
）

は
四
万
二
千
円
で
す
が
、
自

己
負
担
額
は
一
万
二
千
六
百

円
と
な
り
ま
す
。
検
査
を
受

け
ら
れ
る
の
は
、市
内
の
八
医

療
機
関
で
す
（
別
表
参
照
）。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

国
保
年
金
課
ま
た
は
出
張
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

年
七
月
三
十
一
日
で
す
。
た

だ
し
、
短
期
保
険
証
の
場
合

は
、
別
に
有
効
期
限
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
保
険
証
は
、
四

月
一
日
か
ら
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
国
保
年
金
課
ま

た
は
出
張
所
に
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
は
、
他
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
以
外
の
す
べ
て
の
方
が
加

入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
入

し
て
い
る
人
や
加
入
の
内
容

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
世
帯
主
が
十
四
日
以
内

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

（
別
表
参
照
）。

お
り
、
整
備
方
針
と
し
て
、

教
育
関
連
、
文
化
・
芸
術
に

加
え
て
、
市
民
の
体
力
向
上

を
図
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
兼
ね
備
え
た
生
涯
学
習

の
活
動
拠
点
と
し
て
整
備
し

て
い
く
予
定
で
す
。
こ
の
た

め
、
平
成
十
七
年
度
は
、
施

設
改
修
工
事
の
た
め
利
用
で

き
な
く
な
り
、
日
ご
ろ
、
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
。

今
後
、
施
設
を
改
修
す
る

上
で
、
多
く
の
方
々
が
集
い
、

学
び
、
遊
び
、
そ
し
て
心
を

癒
す
憩
い
の
場
と
し
て
、
市

民
活
動
を
支
援
で
き
る
よ
う

な
魅
力
あ
る
施
設
に
す
る
た

め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▽
提
言
方
法
＝
任
意
の
様

式
に
「
流
山
青
年
の
家
施
設

整
備
に
関
す
る
意
見
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
と
あ
な
た
の
意

見
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
三
月
二
十
五

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
〒
２

７
０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
生
涯
学
習
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
※
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E

メ
ー
ル
（shougaigaku

shu@
city.nagareyam

a.
chiba.jp

）
で
も
受
け
付
け

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
６
／
�
７
１
５

０
―

０
８
０
９

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
市
と
し
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
各
学
童

ク
ラ
ブ
運
営
費
へ
の
補
助
を

は
じ
め
と
し
た
支
援
を
行
い

な
が
ら
、
学
童
保
育
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

四
月
か
ら
日
曜
窓
口
が
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

自転車もリサイクル

ク

新規浄水場

区分 項　　目 持参するもの 

国
保
に
加
入 

国
保
を
や
め
る 
そ
　
の
　
他 

転入してきたとき 

他の健康保険をやめたとき 

生活保護を受けなくなったとき 

子どもが生まれたとき 

転出したとき 

他の健康保険に加入したとき 

生活保護を受けることになったとき 

退職者医療制度に該当したとき 

退職者医療制度に該当しなくなったとき 

住所、世帯主、氏名などが変わったとき 

保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき 

就学のため、子どもが他の市区町村に下宿するとき 

長期旅行などで個別の保険証が欲しいとき 

死亡したとき 

転出証明書 

社会保険の離脱証明書等         

保護廃止決定通知書              

印かん、保険証、預金通帳、母子手帳 

保険証                          

国保と社保の保険証             

保険証、保護開始決定通知書     

保険証、年金証書                

保険証                          

保険証                         

使えなくなった保険証、身分を証明するもの  

保険証、在学証明書             

保険証 

印かん、保険証、喪主の預金通帳、 
会葬礼状等葬祭日が分かるものおよび領収書 

早
割
制
度
を
利

用
す
る
と
、
現

金
で
保
険
料
を

納
付
さ
れ
る
よ

り
も
お
得
に
な

り
ま
す
（
別
表

参
照
）。

口
座
振
替
の

申
し
込
み
方
法

な
ど
、
詳
細
は

松
戸
社
会
保
険

事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

保険料前納による割引額

保険料の金額  
納める月は  

1年分を前納 
4月～翌年3月 

1カ月分ずつ 

6カ月分を前納 
�4月～9月分 
�10月～ 
　翌年3月分 

納め方  
定　額 実際の納付額 差引

口座振替 
162 ,960円 

81 ,480円 

13 ,580円 

13 ,540円 

80 ,820円 

80 ,550円 

160 ,070円 

159 ,540円 

13 ,580円 

13 ,580円 

3

2

口座振替 

口座振替 

窓口納付 

窓口納付 

窓口納付 

【当月末引落し】 

口座振替 
【翌月末引落し】 
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�
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�
�
�
�
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�

�
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�

�
�
�
�
�
�
�
�

学
童
ク
ラ
ブ
事
業
に
つ
い

て

地
域
融
和
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て

木
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て

4
月
か
ら
新
し
い
保
険
証
に

流　山
青年の家

情報化についてのご意見を
市情報化推進計画を策定へ

市では、本市の情報化の進め方などを決める
「流山市情報化推進計画」について、広く市民の皆
さんからご意見、ご提言を募集しています。
計画（案）は、市ホームページ、市役所、各公
民館および南流山センターでご覧いただけます。
ご意見は、3月22日（必着）までに市役所、各公民
館等に設置してある投函箱にお寄せいただくか、
〒270－0192流山市役所行政改革推進課へ郵送また
は持参してください。※ファックス、Ｅメール
（keieikaikaku@city.nagareyama.chiba.jp）でも受け
付け
□問行政改革推進課�７１５０－６０７８／�７
１５０－０１１１

eeeeeeeeeeeeeeeeeee

eeeeeeeeeeeeeeeeeeee
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e

e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e

国
民
健
康
保
険

こんなときは忘れずに届け出を

医療機関名 所在地 電話番号 

流山中央病院 

流山総合病院 

東葛病院 

高桜内科・胃腸科 

横田医院 

まちや外科内科 

東医院 

流山東部診療所 

7 1 5 4 － 5 7 4 1  
7 1 5 9 － 1 6 1 1  
7 1 5 9 － 1 0 1 1  
7 1 5 5 － 2 0 7 4  
7 1 5 2 － 0 1 0 1  
7 1 5 3 － 2 7 7 1  
7 1 5 5 － 5 4 9 9  
7 1 4 7 － 7 8 7 8

東初石2－132－2 
鰭ケ崎1－1 
下花輪409 
西初石3－100森田ビル 
江戸川台東2－270 
江戸川台西1－123 
江戸川台東3－102－2 
名都借909

人間ドックの検査医療機関

市
国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク

納
付
相
談
窓
口
の

ご
利
用
を

保
健
師
（
臨
時
職
員
）

を
募
集

あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

指
圧
、
は
り
及
び
き
ゅ

う
施
設
利
用
助
成
券

国
民
健
康
保
険
料
等
収

納
指
導
員（
臨
時
職
員
）

の
登
録
者
募
集

問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課

�
７
１
５
０
―

６
０
７
７
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市
へ
移
譲
後
の
使
い
方

25
日
ま
で
に
ご
意
見
を
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月

4月1日から
資産税課で

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

講　座　名 期　日 時　間 定　員 
（先着順） 

音楽講座（全24回） 

手芸講座（全24回） 

カラオケ講座（全24回） 

中途失明者の点字講座（全40回） 

言語訓練講座（全12回） 

機能回復訓練 
（全24回） 

南部地区 

北部地区 

第2・4木曜 

第2・4金曜 

第1・3木曜 

第1・3火曜 

第1・3月曜 

　　 水曜（時間は要相談）  

第 4 火 曜  

15人 

15人 

15人 

20人 

15人 

 5人 

15人 

13：00～15：00 

10：00～15：00 

10：00～12：00 

 

13：30～15：30

10：00～15：00

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
は
、
四
月
か
ら
来
年
三

月
ま
で
に
開
催
す
る
「
機
能

回
復
訓
練
」、「
音
楽
講
座
」、

「
手
芸
講
座
」、「
カ
ラ
オ
ケ

講
座
」、「
中
途
失
明
者
の
点

市
で
は
、
学
校
給
食
の
新

し
い
形
の
運
営
方
式
の
一
つ

と
し
て
、
四
月
一
日
か
ら
民

間
活
力
を
活
用
し
、
市
内
中

学
校
四
共
同
調
理
場
の
う

ち
、
南
流
山
共
同
調
理
場

（
南
流
山
中
学
校
）
で
業
務

の
一
部
を
民
間
委
託
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
調
理
と
そ
れ
に

付
随
す
る
一
部
の
業
務
を
委

託
す
る
も
の
で
、
調
理
は
南

流
山
共
同
調
理
場
で
行
い
、

献
立
の
作
成
や
食
材
の
購
入

な
ど
学
校
給
食
の
運
営
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
学
校
と
市

教
育
委
員
会
が
責
任
を
持
っ

て
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
学
校
給
食
の
調
理

す
る
方
法
、
給
食
費
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

□問
学
校
教
育
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
４

字
講
座
」、「
言
語
訓
練
講
座
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の

方
が
、
楽
し
み
な
が
ら
身
体

機
能
の
維
持
向
上
や
趣
味
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
講
座

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
程
／
定
員
＝
別
表
の

と
お
り
▽
場
所
＝
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝

市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
▽
参
加

費
＝
無
料
（
教
材
費
は
自
己

負
担
）
▽
申
し
込
み
＝
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

□問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
５
―

３
６
３

８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３

７

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始

区
域
（
使
用
で
き
る
区
域
）

が
、
新
た
に
広
が
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ご
自
分

の
住
ん
で
い
る
区
域
が
、
新

た
な
公
共
下
水
道
供
用
開
始

区
域
か
ど
う
か
確
認
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
き
ょ
う
十

「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」

の
閲
覧
は
、
自
己
所
有
の
固

定
資
産
の
課
税
内
容
を
確
認

す
る
上
で
、
大
変
重
要
な
も

の
で
す
。
特
に
、
昨
年
中
に

土
地
や
家
屋
の
所
有
権
移
転

（
売
買
、
相
続
、
贈
与
な
ど
）

や
家
屋
の
新
・
増
築
、
取
り

壊
し
等
を
し
て
い
る
場
合

は
、
こ
の
機
会
に
所
有
物
件

の
課
税
状
況
を
確
認
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、「
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
（
土
地
の
所
在
、
地

番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

を
記
載
）」
お
よ
び
「
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
家
屋
の

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
を

記
載
）」
の
縦
覧
で
は
、
自

己
所
有
以
外
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
（
評
価
額
）
を
縦
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
閲
覧
期
間
／
時
間
＝
４

月
１
日
〜
平
成
18
年
３
月
31

日
（
土
・
日
曜
、
祝
日
な
ど

を
除
く
）
／
９
時
〜
17
時
▽

場
所
＝
資
産
税
課
▽
閲
覧
で

き
る
方
＝
①
納
税
義
務
者
②

納
税
義
務
者
か
ら
委
任
を
受

け
た
方
（
同
居
の
親
族
、
納

税
管
理
人
、
代
理
人
）
③
借

地
・
借
家
人
▽
料
金
＝
３
０

０
円
※
た
だ
し
、
４
月
１
日

〜
５
月
２
日
は
無
料
（
借

地
・
借
家
人
を
除
く
）

▽
縦
覧
期
間
／
時
間
＝
４

月
１
日
〜
５
月
２
日
（
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
／
９

時
〜
17
時
▽
場
所
＝
資
産
税

課
▽
縦
覧
で
き
る
方
＝
①
納

税
者
②
納
税
者
か
ら
委
任
を

受
け
た
方
（
同
居
の
親
族
、

納
税
管
理
人
、
代
理
人
）
▽

料
金
＝
無
料
※
「
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
」、「
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
」
の
際
は
、「
印
か

ん
」、「
身
分
を
証
明
で
き
る

も
の
」、「
納
税
通
知
書
（
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
借

地
・
借
家
人
の
場
合
は
賃
貸

借
契
約
書
が
必
要
）」
な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

市
で
は
、
税
の
信
頼
性
確

保
と
課
税
誤
り
の
防
止
の
た

め
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
に
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
と
同
じ
内
容
の
課
税
資
産

の
明
細
書
を
添
付
し
て
い
ま

す
。
平
成
十
七
年
度
の
納
税

通
知
書
（
四
月
八
日
ご
ろ
発

送
予
定
）
が
送
付
さ
れ
た
ら
、

再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０

―

６
０
７
４

四
月
一
日
か
ら
、「
児
童

福
祉
法
」
お
よ
び
「
児
童
虐

待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

市
が
児
童
虐
待
を
含
め
た
児

童
相
談
の
窓
口
と
な
り
ま
す
。

複
雑
に
な
っ
た
社
会
の
中

で
、
子
育
て
の
環
境
も
急
激

に
変
化
し
、
親
も
心
の
ゆ
と

り
を
失
く
し
て
い
ま
す
。
感

情
的
に
な
っ
た
親
が
、
し
つ

け
と
称
し
て
ひ
ど
い
言
葉
を

言
っ
た
り
、
叩
い
た
り
、
年

齢
不
相
応
の
早
期
教
育
を
強

要
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
身

体
や
心
に
傷
を
負
わ
せ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

早
期
に
対
応
す
る
こ
と

で
、
重
大
な
事
態
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
に
は
、
地
域
で
の
見
守
り

や
周
囲
の
支
え
が
大
切
で

す
。
心
配
な
保
護
者
や
子
ど

も
が
い
る
時
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
虐
待
に
気
付
い
た
ら
】

▽
連
絡
先
＝
子
育
て
支
援

課
�
７
１
５
０
―
６
０
８

２
／
家
庭
児
童
相
談
室
�
７

１
５
８
―

４
１
４
４
／
柏
児

童
相
談
所
�
７
１
３
１
―

７

１
７
５

【
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
】

▽
相
談
窓
口
＝
①
子
育
て

の
悩
み
…
家
庭
児
童
相
談
室

�
７
１
５
８
―

４
１
４
４
／

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ゆ
う
�
７
１
４
４
―

７
９
２

６
／
平
和
台
保
育
所
�
７
１

５
８
―

１
４
３
５
／
江
戸
川

台
保
育
所
�
７
１
５
２
―

０

６
４
８
／
向
小
金
保
育
所
�

７
１
７
４
―

８
８
５
３
②
乳

幼
児
の
発
育
・
発
達
の
悩
み

…
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５

４
―

０
３
３
１
③
子
ど
も
の

成
長
や
発
達
な
ど
の
療
育
相

談
…
つ
ば
さ
学
園
療
育
相
談

室
�
７
１
５
４
―

４
８
４
４

④
中
学
生
以
下
の
い
じ
め
・

乱
暴
・
不
登
校
の
悩
み
…
教

育
研
究
室
�
７
１
５
０
―

６

１
０
５
⑤
子
ど
も
の
心
や
家

族
の
問
題
…
青
少
年
指
導
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
８
―

７
８

３
０

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

栄養士が作成。

献立をもとに、各学校が

調達。

栄養士が鮮度などを検査。

委託業者が学校（給食室）

で調理。調理の指示は、栄

養士が委託先の業務責任者

に指示。栄養士が調理ので

き栄えを検査し、学校長が

最終チェック（試食）。

調理員などが配缶、運搬。

担任や栄養士が指導。

委託業者が食器・器具の

洗浄や消毒、施設の清掃、

調理ごみ等を処理。

五
日
か
ら
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

供
用
開
始
区
域
内
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
供
用
開
始
の

日
か
ら
一
年
以
内
（
汲
み
取
り

ト
イ
レ
は
三
年
以
内
）
に
、
公

共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
公
共
下
水
道
に

接
続
さ
れ
る
こ
と
で
、
道
路

の
側
溝
に
は
雨
水
の
み
が
流

れ
、
地
域
環
境
の
美
化
に
役

立
つ
と
と
も
に
、
川
や
海
な

ど
の
浄
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
公
共
下
水
道
の
役
割
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
早
め
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
公
共
下
水
道
へ
の

切
り
替
え
工
事
の
助
成
制
度

と
し
て
、「
水
洗
便
所
融
資

あ
っ
せ
ん
及
び
利
子
補
給
制

度
」
を
設
け
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
へ
の

切
り
替
え
工
事
は
、
市
が
指

定
し
た
下
水
道
工
事
店
し
か

工
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
※
既
に
供

用
開
始
区
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
早
め
に
公
共
下
水
道

へ
接
続
し
て
く
だ
さ
い

▽
縦
覧
期
間
＝
３
月
15
日

�
〜
29
日
�
（
土
・
日
曜
、

祝
日
な
ど
を
除
く
）
▽
時

間
＝
８
時
30
分
〜
17
時
▽
場

所
＝
下
水
道
業
務
課

【
３
月
31
日
供
用
開
始
区

域
】大

字
西
平
井
字
辻
前
・
字

羽
中
・
字
釘
貫
、
大
字
東
深

井
字
宿
西
・
字
木
戸
前
、

野
々
下
３
丁
目
、
向
小
金
４

丁
目
、
西
初
石
４
丁
目
、
松

ケ
丘
１
・
２
・
５
丁
目
の
各

一
部【

４
月
１
日
供
用
開
始
区

域
】大

字
東
深
井
字
水
辺
、
大

字
三
輪
野
山
字
宮
前
・
字
道

六
神
前
・
字
八
重
塚
、
大
字

西
平
井
字
槐
戸
・
字
羽
中
、

野
々
下
５
丁
目
、
前
ケ
崎
字

八
ツ
内
・
字
北
口
・
字
仲

荒
、
名
都
借
字
赤
堀
ケ
、
西

初
石
１
丁
目
の
各
一
部

□問
下
水
道
業
務
課
�
７
１

５
０
―

６
０
９
６

使
用
で
き
る
区
域
が
拡
大

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

学
校
給
食
に
新
た
な
運
営
方
式

南
流
山
共
同
調
理
場
で

業
務
の
一
部
を
民
間
委
託

区
域
の
確
認
な
ど
29
日
ま
で
縦
覧

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
も

公共下水道

固
定
資
産
課
税
台
帳

の
閲
覧

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

課
税
資
産
の
明
細

書
を
送
付

選挙人名簿の登録者数

民間委託を取り入れた
学校給食の流れ

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
三
月
一
日
現
在
の
選

挙
人
名
簿
の
登
録
者
数
は
、
十
二
万
三
千
七
百

三
十
九
人
（
前
回
比
三
百
五
十
四
人
増
）
で
す
。

男
女
別
で
は
、
男
が
六
万
一
千
二
百
十
人
、
女

が
六
万
二
千
五
百
二
十
九
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
正
確
な
有
権

者
数
を
把
握
す
る
た
め
、
年
四
回
行
っ
て
い
ま

す
。□問

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�
７
１
５
０
―

６
１
０
０

機能回復訓練や
音楽・手芸・点字講座など
平成17年度の参加者を募集

献立作成

食材購入

食材検収

調　　理

配缶・運搬

給食指導

洗浄・清掃

子どもの健やかな成長と
笑顔のために

～児童虐待の防止にご協力を～
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★印のあるものは市主催のものです 

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
①
手
話
教
室
（
入
門
）

▽
期
日
＝
４
月
12
日
〜
平

成
18
年
２
月
７
日
の
火
曜

（
全
40
回
）
▽
時
間
＝
10
時

〜
11
時
45
分
▽
場
所
＝
東
深

井
福
祉
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
在
住
・
在
勤
で
初

め
て
手
話
を
習
う
方
／
30
人

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝

無
料
（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

▽
申
し
込
み
＝
説
明
会
（
４

月
５
日
�
10
時
〜
、
東
深
井

福
祉
会
館
）
に
出
席
の
上
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
※
ハ
ガ
キ

１
枚
を
持
参

②
手
話
教
室
（
基
礎
）

▽
期
日
＝
４
月
12
日
〜
平

成
18
年
３
月
14
日
の
火
曜

（
全
45
回
）
▽
時
間
＝
19
時

〜
20
時
45
分
▽
場
所
＝
北
部

公
民
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

内
在
住
・
在
勤
で
手
話
教
室

入
門
（
初
級
）
コ
ー
ス
修
了

者
ま
た
は
簡
単
な
日
常
会
話

の
で
き
る
方
／
30
人
（
多
数

抽
選
）
▽
参
加
費
＝
無
料

（
教
材
費
は
自
己
負
担
）
▽

申
し
込
み
＝
説
明
会
（
４
月

５
日
�
19
時
〜
、
北
部
公
民

館
）
に
出
席
の
上
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
※
ハ
ガ
キ
１
枚
を

持
参③

点
訳
講
座
（
初
心
者
コ

ー
ス
）

▽
期
日
＝
４
月
13
日
〜
平

成
18
年
３
月
22
日
の
水
曜

（
全
36
回
）
▽
時
間
＝
13
時

30
分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在

住
・
在
勤
で
初
め
て
点
訳
を

習
う
方
／
12
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
無
料
（
教
材
費

は
自
己
負
担
）
▽
申
し
込

み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

□問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
５
―

３
６
３

８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３

７

「
韓
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
」

入
門
講
座

▽
日
時
／
場
所
＝
①
韓
国

語
（
全
６
回
）
…
５
月
10

日
・
17
日
、
６
月
７
日
・
21

日
、
７
月
５
日
・
19
日
の
火

曜
19
時
〜
20
時
30
分
／
北
部

公
民
館
②
ス
ペ
イ
ン
語
（
全

６
回
）
…
５
月
12
日
・
19
日
、

６
月
２
日
・
16
日
、
７
月
７

日
・
21
日
の
木
曜
10
時
30
分

〜
12
時
／
南
流
山
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／
各

20
人
（
多
数
抽
選
）
▽
講

師
＝
①
韓
国
語
…
金
貞
子
さ

ん
②
ス
ペ
イ
ン
語
…
イ
ザ
ベ

ル
村
山
さ
ん
▽
参
加
費
＝
１

講
座
３
０
０
０
円
（
別
途
入

会
金
２
０
０
０
円
、
テ
キ
ス

ト
代
あ
り
）
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
す
る
講

座
名
（
ハ
ガ
キ
１
枚
で
１
講

座
）、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
返
信
用
に
宛
名
を
明

記
し
、
３
月
24
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９

２
流
山
市
役
所
企
画
政
策
課

内
・
流
山
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局
へ

□問
企
画
政
策
課
内
・
流
山

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
�

７
１
５
０
―

６
０
６
４

★
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
作

品
展▽

期
間
＝
３
月
17
日
�
〜

19
日
�
▽
時
間
＝
９
時
〜
16

時
30
分
（
17
日
は
13
時
か
ら
、

19
日
は
15
時
ま
で
）
▽
場

所
＝
初
石
公
民
館
▽
内
容
＝

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者

に
よ
る
水
墨
画
、
手
芸
、
盆

栽
、
陶
芸
な
ど
の
作
品
展
示

講
座
・
講
演

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間 
�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた日数） 
�日平均値が0.10mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無 

環境測定の結果 
　クリーンセンター大気質環境測定結果 

項　　　目 

大
　
　
気
　
　
質 

法・条例による 
規制値 保証数値 測定数値 

排
　
出
　
ガ
　
ス 

窒素酸化物 
 (ppm) 

硫黄酸化物 
(ppm)

塩 化 水 素 
(ppm) 
 ば い じ ん 
(mg/�N)
水　銀 
(mg/�N)

ダイオキシン類 
(ng‐TEQ/�N)

 

250 以下 

430 以下 

80 以下 

 

1 以下 

 

10 以下 

30 以下 

10 以下 

5 以下 

0.03 以下 

0.01 以下 

1月 

1月 

1月 

1月 

1月 

12月 

1以下 

4以下 

1以下 

1以下 

0.005以下 

0.0001以下 

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に 
 

常磐自動車道測定結果 （平成17年1月） 

（平成16年12月・平成17年1月） 

― 
 
 
 
 
 
 
 
― 

項　　目 若葉台 西初石 東初石 青　田 

13 

2（0） 

無 

時　間 

日 

有　無 

7 

3（0） 

無 

10 

3（0） 

無 

18 

2（0） 

無 

�騒音 

�NO2 

�SPM

�日平均 

　交通量 

上　　り 

41,081台 

下　　り 

42,131台 

合　　計 

83,212台 

�問環境保全課�７１５０－６０８３ 

約２カ月を要することから結果の公表が遅れます 
�問リサイクル推進課�７１５７－８２５０ 

展
　
示

タ
ー
▽
内
容
＝
各
種
健
（
検
）

診
、
健
（
検
）
診
時
の
健
康

教
育
・
相
談
事
業
な
ど
▽
募

集
人
員
＝
若
干
名
▽
応
募
資

格
＝
有
資
格
者
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―

０
３
３
１

学
童
保
育
所
の
指
導
員

募
集▽

勤
務
地
＝
た
ん
ぽ
ぽ
学

童
ク
ラ
ブ
（
西
深
井
）
▽
内

容
＝
西
深
井
小
学
校
１
〜
３

年
生
の
放
課
後
保
育
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

□問
た
ん
ぽ
ぽ
学
童
ク
ラ
ブ

�
７
１
５
５
―

３
６
３
６

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
の
再
生
品
（
自
転

車
）
の
販
売

粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

た
自
転
車
を
、
再
生
修
理
し

て
安
価
で
販
売
し
ま
す
。

▽
応
募
期
間
＝
３
月
16
日

�
〜
29
日
�
※
21
日
を
除
く

▽
受
付
時
間
＝
９
時
〜
17
時

▽
場
所
＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
・
プ
ラ
ザ
館
▽
応
募
資
格
＝

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
▽
応
募
方
法
＝
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
自

転
車
の
う
ち
、
希
望
す
る
自

転
車
を
申
込
用
紙
に
記
入

し
、
直
接
プ
ラ
ザ
館
（
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課
）
窓
口
へ
※

多
数
抽
選
（
結
果
は
当
選
者

の
み
に
通
知
）
▽
自
転
車
の

引
き
渡
し
＝
自
転
車
は
現
金

と
引
き
換
え
で
、
運
搬
な
ど

は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―

８
２
５
０

▽日時＝3月25日�12時15分～▽場所＝市役所市民ギャ
ラリー▽テーマ＝メンデルスゾーン～春へ、はばたいて～
▽曲目＝無言歌集より｢狩の歌｣・｢甘い思い出｣・｢春の歌｣、
歌の翼に（リスト編曲）、ヴァイオリン協奏曲ホ短調より
｢第1楽章｣▽出演＝小高根真理子（ヴァイオリン）、泉谷美
穂、高樋純子（ピアノ）、村川典子（司会）
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

今月は25日に 

▽
入
場
料
＝
無
料

□問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
２
―

２
３
７
３

★
都
市
計
画
審
議
会

▽
日
時
＝
３
月
18
日
�

14
時
〜
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
▽
内
容
＝
「
南
柏

本
州
団
地
地
区
地
区
計
画
」

の
決
定
に
つ
い
て

□問
都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
７

★
入
札
監
視
委
員
会

▽
日
時
＝
３
月
29
日
�

10
時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

▽
内
容
＝
入
札
お
よ
び
契

約
手
続
き
の
運
用
状
況
等

に
つ
い
て

□問
管
財
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
９

★
市
臨
時
職
員
（
延
長

保
育
士
）
の
募
集

▽
勤
務
地
＝
平
和
台
・
江

戸
川
台
・
名
都
借
・
東
深

井
・
向
小
金
保
育
所
▽
勤
務

時
間
＝
月
〜
金
曜
（
７
時
〜
８

時
30
分
、
16
時
〜
19
時
）、
土

曜
（
７
時
〜
８
時
30
分
、
11
時

30
分
〜
19
時
）▽
応
募
資
格
＝

有
資
格
者
※
向
小
金
保
育
所

は
無
資
格
者
（
子
育
て
経
験

の
あ
る
方
）
も
募
集
▽
時
間

給
＝
有
資
格
者
９
３
０
円
、

無
資
格
者
９
２
０
円
（
い
ず

れ
も
交
通
費
別
途
支
給
）

□問
保
育
課
�
７
１
５
０
―

６
１
２
４

★
市
臨
時
職
員
（
保
健

師
、
看
護
師
）
の
募
集

▽
勤
務
地
＝
保
健
セ
ン

★
軽
ス
ポ
ー
ツ
と
豚
汁

▽
日
時
＝
３
月
27
日
�
７

時
30
分
〜
10
時
30
分
※
雨
天

中
止
▽
集
合
場
所
／
時
間
＝

市
民
総
合
体
育
館
前
／
７
時

15
分
〜
７
時
30
分
▽
内
容
＝

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
※

終
了
後
に
豚
汁
▽
参
加
費
＝

３
０
０
円
▽
持
ち
物
＝
着
替

え
、
タ
オ
ル
、
お
わ
ん
、
は

し
、
水
筒
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
集
合
場
所
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―

１
２
１
２

八
木
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地

区
合
同
講
座
発
表
会
（
同
運

営
連
絡
会
議
主
催
）

▽
日
時
＝
３
月
27
日
�
９

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
県
立
養
護
学
校
流
山
高

等
学
園
▽
内
容
＝
同
地
区
で

活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
の
発
表

（
舞
踊
、
書
道
な
ど
）
※
入

場
料
は
無
料
で
、
自
由
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す

□問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７

１
５
０
―

６
０
７
６

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
招
待

事
業
」
廃
止
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方

が
、
千
葉
県
こ
ど
も
の
国
や

勝
浦
海
中
公
園
、
南
房
パ
ラ

ダ
イ
ス
な
ど
の
県
内
施
設

（
八
施
設
）
を
利
用
す
る
際

に
、
利
用
券
等
を
交
付
す
る

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
招
待
事

業
」
は
、
昭
和
五
十
七
年
か

ら
県
が
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
と
し
三
月
三
十
一
日

で
事
業
の
廃
止
が
決
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
２

▽場所／日時＝別表のとおり▽対象＝生後3カ
月～7歳半未満児▽申し込み＝母子健康手帳、予
診票を持参の上、当日直接会場へ※体調が悪い場
合には接種を受けられないこともあります。体調
の良いときに受けてください

※受付時間は13時15分～14時15分
（接種開始は13時30分～）

4月1日から、乳がん検診の実施方法が変わりま
す。40歳以上の方は、全員集団検診で｢マンモグ
ラフィ検査｣と｢視触診検査｣を隔年で交互に受診
となり、個別検診はなくなります。詳細はお問い
合わせください。

問い合わせ
保健センター�７１５４－０３３１

会　場  4月の実施日 

保健センター 

文 化 会 館  

南流山センター 

東 部 公 民 館  

４日（月）・７日（木）・11日（月） 

６日（水） 

８日（金）・12日（火） 

５日（火） 

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館に
ある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ月前
（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・
場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でする
ようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

日本春蘭展示会（春蘭友の会主催）＝3月21日（振
休）10時～17時、東谷自治会館。入場料無料□問秋葉

�７１５８－２７６９
60歳からの転倒予防体操（流山健康作り連盟主

催）＝①3月25日�、4月1日�10時～11時30分、東部

公民館②3月23日�・30日�13時15分～14時45分、思

井福祉会館。参加費1回500円□問柏木�７１４６－７
６４４
伝統を今に 俳句・和歌・詩吟で綴る、日本の春

（�日本吟道学院流山連合会主催）＝3月26日�10時30

分～13時30分※雨天中止、運河水辺公園。入場料無

料□問岡崎�７１５２－０８８４
プチ・コンセール（小さな音楽会）（franc主催）＝
3月26日�14時30分～15時30分、森の図書館。入場料

無料□問阿部�７１５３－２３１５
第19回市民環境講座（市民環境フォーラム・流山

主催）＝3月27日�9時30分～11時30分、初石公民館。

参加費300円□問土井�７１５９－３４１０

テニス団体対抗戦（流山市体育協会テニス部主催）＝4月10
日・17日・24日の日曜9時～、総合運動公園テニス場。参加費1

チーム6,000円（3月26日までに申し込みを）※6月5日・12日・19

日はミックスダブルス大会も開催□問秋元�７１５４－５６０６

そ
の
他

施
策
会
議
傍聴可

資
格
・
求
人
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40歳以上の乳がん検診
実施方法が変わります
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市
民
団
体
と
協
働
の
米
づ
く
り
、
高
校
と

連
携
し
た
野
菜
づ
く
り
、
親
子
で
、
家
族
で
、

自
然
の
中
で
さ
わ
や
か
な
農
業
体
験
と
豊
か

な
収
穫
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
田
や
畑
を

借
り
て
、
新
し
い
家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い

も
始
ま
り
ま
す
。

公
民
館
で
は
、
市
民
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
流
山
（
新
美

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
・
柏

レ
イ
ソ
ル
の
選
手
会
は
、
母

子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
方
々

を
抽
選
で
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に

ご
招
待
し
ま
す
。

▽
日
程
＝
�
４
月
２
日
�

15
時
〜
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

戦
�
５
月
８
日
�
15
時
〜
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
戦
▽
場

所
＝
柏
の
葉
ス
タ
ジ
ア
ム（
柏

市
）
▽
対
象
／
定
員
＝
母

子
・
父
子
家
庭
の
18
才
未
満

の
子
と
そ
の
親
（
２
人
１

組
）／
各
７
組（
28
人
）▽
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望

試
合
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
返
信
用
に
も
宛
名

を
明
記
し
、３
月
22
日（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９

２
流
山
市
役
所
企
画
政
策
課

へ
※
重
複
申
し
込
み
不
可

□問
企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
４

市
で
は
、「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
都
市
緑
化
推
進

運
動
の
一
環
と
し
て
、
流
山

市
観
光
協
会
（
石
井
享
会
長
）

や
流
山
市
造
園
土
木
業
組
合

（
寺
澤
昇
会
長
）
の
後
援
を

得
て
開
催
す
る
も
の
で
、
今

回
で
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。

▽
応
募
資
格
＝
市
内
在
住

の
方
、
ま
た
は
市
内
に
事
務

公
民
館
と
農
政
課
で
は
、

流
山
高
等
学
校
の
協
力
を
得

て
、「
家
族
で
土
に
親
し
む
」

を
テ
ー
マ
に
野
菜
づ
く
り
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程
＝
４
月
16
日
〜
平

成
18
年
１
月
14
日
の
土
曜
９

時
〜
12
時
（
全
15
回
）
▽
場

所
＝
流
山
高
等
学
校
、
総
合

運
動
公
園
近
く
の
畑
▽
対

象
／
定
員
＝
市
民
／
30
組

（
初
め
て
の
家
族
優
先
）
▽

参
加
費
＝
４
０
０
０
円
（
教

材
費
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
「
野
菜
づ
く
り
講

座
」、
住
所
、
参
加
す
る
家

族
全
員
の
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
３
月
31
日
（
必

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―
０

１
７
６
流
山
市
加
１
―
16
―

２
文
化
会
館
へ
※
重
複
申
し

込
み
不
可

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

所
を
置
く
団
体
、
学
校
、
事

業
所
等
▽
対
象
＝
市
内
に
あ

る
庭
、
生
け
垣
、
ベ
ラ
ン
ダ
、

事
業
所
や
自
治
会
等
の
花
壇

な
ど
▽
募
集
部
門
＝
①
ガ
ー

デ
ン
部
門
（
個
人
の
庭
な
ど

お
お
む
ね
３
平
方
�
以
上
の

緑
化
）
②
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
ー
デ

ン
部
門
（
個
人
の
寄
せ
植
え
、

ベ
ラ
ン
ダ
、
出
窓
周
り
な
ど

お
お
む
ね
３
平
方
�
以
下
の

緑
化
）
③
緑
の
街
並
み
部
門

（
道
路
か
ら
見
た
個
人
の
庭

や
生
け
垣
、
自
治
会
、
事
務

所
、
学
校
等
の
花
壇
な
ど
の

緑
化
）
▽
募
集
期
間
＝
６
月

30
日
ま
で
▽
賞
＝
部
門
ご
と

の
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
の
ほ

か
投
票
に
よ
り
市
民
特
別
賞

を
決
め
、
賞
状
と
副
賞
を
贈

り
ま
す
▽
展
示
＝
応
募
作
品

を
７
月
11
日
か
ら
22
日
ま
で

市
役
所
に
展
示
し
ま
す
※
今

年
度
か
ら
年
一
回
の
実
施
に

な
り
ま
す
の
で
、
夏
秋
の
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
は
翌
年
度
の
コ

ン
テ
ス
ト
に
ご
応
募
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
応
募

方
法
な
ど
詳
細
は
、
出
張
所

や
公
民
館
、
福
祉
会
館
等
に

置
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―

６
０
９
２

春
―
。
引
っ
越
し
や
大
掃

除
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
粗
大

ご
み
の
引
き
取
り
を
予
約
し

た
場
合
に
は
、
粗
大
ご
み
処

理
券
（
一
枚
千
五
十
円
）
が

必
要
で
す
。
粗
大
ご
み
処
理

券
は
、
あ
ら
か
じ
め
粗
大
ご

み
の
引
き
取
り
予
約
を
さ
れ

た
上
で
、
市
役
所
環
境
保
全

課
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内

の
ク
リ
ー
ン
推
進
課
、
各
出

張
所
、
一
部
の
福
祉
会
館

（
東
深
井
、
江
戸
川
台
、
駒

木
台
、
十
太
夫
、
赤
城
、
思

井
、
野
々
下
、
向
小
金
）、

各
公
民
館
で
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

□問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
�
７

１
５
７
―

７
４
１
１

平
成
十
七
年
度
版
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま

し
た
。
行
政
連
絡
員
を
通
じ

て
今
月
、
配
布
す
る
予
定
で

す
。
ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た

日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

□問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
�
７

１
５
７
―

７
４
１
１

健
一
郎
代
表
）
の
協
力
を
得

て
、
親
子
米
づ
く
り
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
程
＝
４
月
24
日
�
〜

10
月
30
日
�
10
時
〜
12
時

（
全
８
回
）
▽
場
所
＝
西
深

井
の
水
田
▽
対
象
／
定
員
＝

小
学
３
年
生
以
上
の
子
と
そ

の
親
／
20
組
（
先
着
順
）
▽

参
加
費
＝
１
組
５
０
０
０
円

（
材
料
費
）

※
１
組
10
キ
ロ
（
見
込
み
）

の
米
持
ち
帰
り
。
化
学
肥
料

や
農
薬
を
使
わ
な
い
従
来
型

農
法
も
学
び
ま
す
▽
申
し
込

み
＝
き
ょ
う
15
日
か
ら
電
話

で
文
化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

こ
れ
ほ
ど
の
氷
柱
と
両
手
ひ
ろ
げ
見
せ
　
　

冬
天
に
飛
機
一
線
に
消
え
ゆ
け
り
　
　
　

着
ぶ
く
れ
て
満
員
バ
ス
に
も
ま
れ
け
り

春
待
つ
や
老
は
老
い
な
り
闘
病
す

ザ
ボ
ン
売
り
声
を
大
き
く
坂
の
街

【
評
】
一
句
目
　
氷
柱
の
大
き
さ
を
両
手
を
広
げ
て
、
驚
き
と
喜
び
に
満
ち
た
身
体
全
体
で
の
表

現
が
思
い
浮
か
ぶ
。
冬
期
寒
さ
が
緩
む
と
氷
柱
は
、
雪
雫
を
滴
ら
せ
て
伸
び
て
く
る
。
二
句
目
　
冬

の
空
は
視
界
が
透
明
で
深
度
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
飛
行
機
の
翼
な
ど
は
、
空
に
同
化
し
て
吸
い
込

ま
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
ん
な
様
子
を
描
い
た
一
句
で
あ
る
。
三
句
目
　
冬
場
の
通
勤
風
景
か
と

も
。
身
だ
し
な
み
を
正
し
て
も
、
着
膨
れ
は
着
膨
れ
で
あ
る
。
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
の
バ
ス
に
揺

ら
れ
る
可
笑
し
み
と
ペ
ー
ソ
ス
が
句
の
中
に
混
在
す
る
。
四
句
目
　
闘
病
の
人
の
春
待
つ
こ
こ
ろ

の
内
が
覗
か
れ
る
。
條
山
大
人
の
早
く
の
退
院
を
祈
念
す
る
や
節
。
五
句
目
　
ザ
ボ
ン
は
柑
橘
類

の
中
で
も
大
き
い
も
の
。
果
肉
の
薄
紫
が
甘
い
。
坂
の
街
の
ザ
ボ
ン
売
り
の
光
景
で
あ
る
。

足
跡

西
初
石
　
　
　
山
田
良
光

林
道
に
　
点
々
と

獣
た
ち
の
足
跡

―
―
小
さ
い
方
が
子
狐
の
　
そ
れ
も
二
匹
で
す
よ

と
　
宿
の
主
人
は
言
う

―
―
何
だ
ろ
う

乱
れ
た
ま
ま
　
も
つ
れ
　
か
ら
み
あ
っ
て

―
―
こ
れ
は
　
き
っ
と

狐
の
親
子
た
ち
の
こ
ん
な
し
ぐ
さ
が
思
い
浮
か
ぶ

子
狐
が
か
わ
る
が
わ
る

―
―
マ
マ
と
か
　
母
さ
ん
と
か

狐
語
で
甘
え
て
じ
ゃ
れ
か
か
っ
て

―
―
う
る
さ
い
わ
ね
　
し
ゃ
ん
と
歩
き
な
さ
い

嬉
し
げ
に
た
し
な
め
る
母
狐

三
匹
の
古
巣
へ
の
帰
り
道

そ
ん
な
楽
し
そ
う
な
足
跡
が

熊
笹
の
　
ず
っ
と
奥
ま
で
続
い
て
い
る

【評】思わず見つけた狐の足跡から、あれやこれやと想像する人

間たちの優しい素顔を一連、二連で浮かび上らせ、そこに三連

の狐の親子の姿が重なり合い、擬人化された不在の動物の情愛

と呼応して、不思議な空間を作り出している。このように、詩

の表現では、読む者に想像の自由と余韻を楽しませることが大

切である。

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い

炉
を
囲
み
春
の
日
長
に
か
き
も
ち
を
焼
き
し
円
居
ま
ど
い

の
昔
恋
し
く

若
　
葉
　
台
　
舟
橋
　
房
子

雪
洞
ぼ
ん
ぼ
り

に
瓜
実
顔

う
り
ざ
ね
が
お

の
照
ら
さ
れ
て
ひ
い
な
は
娘こ

の
幸
は
こ
び
て
く
る
や

美
　
　
　
原
　
森
口
　
　
杏

木
々
触
る
る
風
の
音
と
も
響
く
な
れ
既
に
芽
吹
け
る
つ
ぼ
み
の
ふ
く
ら
み

松
　
ケ
　
丘
　
皆
川
　
春
秋

【
評
】
舟
橋
氏
　
上
句
に
な
つ
か
し
い
場
所
が
打
出
さ
れ
て
、
あ
る
時
代
の
誰
し
も
経

験
し
た
で
あ
ろ
う
事
柄
を
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
詠
ん
で
お
り
、
作
品
の
上
か

ら
昔
日
の
団
ら
ん
、
車
座
で
の
情
景
が
肯
定
出
来
る
。
森
口
氏
　
上
句
は
や
や
慣
用
的

で
あ
り
感
受
性
が
出
さ
れ
た
ら
面
白
み
が
発
揮
さ
れ
る
、
原
作
の
結
句
「
娘
の
幸
は
こ

ぶ
」
と
の
断
定
を
「
は
こ
び
て
く
る
や
」
と
読
者
に
呼
び
か
け
て
、
歌
に
ひ
ろ
が
り
を

出
し
た
。
皆
川
氏
　
上
句
に
飛
躍
の
表
現
が
あ
り
、
通
し
て
詠
め
ば
像
が
結
ば
れ
る
手

法
で
あ
る
が
オ
ノ
マ
ト
ベ
を
用
い
て
「
そ
よ
そ
よ
」
と
冒
頭
に
入
れ
る
と
季
節
が
増
幅
、

歌
と
し
て
難
は
な
い
が
固
有
名
詞
で
場
所
を
入
れ
て
、
も
の
足
り
な
さ
を
補
い
た
い
。

田植えから稲刈り、餅つきまでを体験できる親子米づくり講座

高
校
教
員
が

野
菜
づ
く
り
を
指
導

西
　
初
　
石
　
石
戸
谷
貞
夫

野
　
々
　
下
　
大
野
　
和
子

江
戸
川
台
東
　
浅
利
　
ミ
チ

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

南
　
流
　
山
　
辻
村
　
照
子

仙台青葉仙台青葉まつりツアー 仙台青葉まつりツアー 
―バスで行く相馬ユートピア― 

特典1 相馬特選おみやげ付き 

特典2 夕食時ビール１本またはジュース2本付き 

●料金（税込み、1泊2食） 

60歳以上 
60歳未満 

中学生以下 

16,200円 
16,700円 

15,400円 

大　　人 

中学生以下 

17,700円 

15,900円 

市
　
民 

市
　
外 

日　　程 
コ ー ス 
 
 
 
 
 
 
 
定　　員 
 
 
 
締め切り 
企　　画 
後　　援 
主　　催 
申し込み 
 
問い合わせ 

5月14日… ～15日¶ 
 
文化会館（7：00）－東部公民館（7：20）－南流山
センター（7：40）－江戸川台駅西口千葉銀行前（8：
00）－流山IC－仙台宮城IC－仙台青葉まつり（見
学・自由昼食）－相馬ユートピア泊 
相馬ユートピア－松川浦－小名浜－いわき・ら・ら・
ミュウ（買い物・自由昼食）－塩屋崎灯台－いわ
き勿来IC－流山 
30人（最少催行人員）※3人以上のご家族・
グループの場合は、１室ご利用になれます。た
だし、申し込み状況により変更の場合あり。2人
1室をご希望の方は相談を 
4月15日» ※定 員になり次第締め切り 
流 山相馬ふるさと振興公社 
流山市 
東急観光（国土交通大臣登録旅行業第38号） 
電話で東急観光千葉支店 （@０４３－２
４３－０１０９）へ 
コミュニティ課@７１５０－６０７６ 

1日目 

2日目 

粗
大
ご
み
処
理
券

は
公
共
施
設
で

ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
配
布

ひ
と
り
親
家
庭

親
家
庭
を
ご
招
待
招
待 

ひ
と
り
親
家
庭
を
ご
招
待 

み
ん
な
で
緑
の
ま
ち
を
 

み
ん
な
で
緑
の
ま
ち
を
 


